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白石典義先生略歴および業績目録

1953 年 3 月 28 日～ 2020 年 8 月 26 日

略　歴

学　歴
1977 年 3 月	 立教大学 社会学部 産業関係学科卒
1982 年 12 月	 カリフォルニア大学 ロサンゼルス（UCLA）経営大学院 経営学研究科修了

経　歴
1984 年 4 月	 	 	 国際大学大学院 国際関係学研究科 助手 
1986 年 4 月	 	 	 国際大学大学院 国際関係学研究科 専任講師
1989 年 4 月	 	 	 立教大学 社会学部 産業関係学科 助教授
1997 年 4 月	 	 	 立教大学 社会学部 産業関係学科 教授
2001 年 4 月～ 2005 年 3 月		 立教大学 社会学部 学部長兼社会学研究科委員長
2005 年 4 月～ 2006 年 3 月		 立教大学 広報渉外部長
2006 年 4 月～ 2010 年 3 月		 立教大学 経営学部 学部長兼経営学研究科委員長
2006 年 4 月～ 2010 年 3 月		 学校法人 立教学院評議員
2006 年 4 月～ 2018 年 3 月		 立教大学 経営学部 国際経営学科 教授
	 	 	 	 立教大学 経営学研究科 国際経営学専攻博士課程前期課程 教授
	 	 	 	 立教大学 経営学研究科 経営学専攻博士課程後期課程 教授 
2007 年４月～ 2017 年３月		 立教大学 体育会長
2010 年４月～ 2018 年３月		 立教大学 統括副総長
2010 年４月～ 2018 年３月		 学校法人 立教学院常務理事
2018 年４月	 	 	 立教大学 名誉教授
2018 年 8 月～ 2020 年 8 月		 立教学院 理事長
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